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○自己紹介

こども食堂 ＠常盤地区

週一回ボランティアに参加



みんなの食堂 ＠晴明丘

月一回ボランティアに参加



こども食堂・みんなの食堂に参加し
学んだこと

・こども食堂は子どもたちにとって「第3の居場所」、

私たちの存在も子どもたちにとって「第3の頼れる大人」

・学校や家ではできないことをしようとし、みんなの

居場所をみんなで作り上げようとしている

・帰りたくなるような場所があることにより、子どもは
たくさんの人から見守られて、地域から愛されていると
いう感覚を感じられる

・地域の活性化、保護者同士の会話も生まれ、子どもも
保護者もリフレッシュ



○事業目的
～食でつながろう阿倍野区世代を超えて～

阿倍野区の町おこし

老若男女の繋がり



○事業内容

～食でつながろう阿倍野区世代を超えて～

①愛されている食を探す。

↓

②グルメマップをつくる。



①愛されている食を探す

地域で愛されている食を探す。

・安くて手軽でおいしいもの

老若男女にインタビューをする。



②グルメマップを作る

阿倍野区のグルメを載せる。

・インタビューをまとめる



テーマ

 子どものお小遣いで買える

 町から愛されているお店



王子町4-2-17





千成春屋 インタビュー

お客さんの年齢層

→ 地元の幼児から高齢者まで

変わったこと困ったこと

→ 子どもの減少、店主の高齢化

大切にしていること

→ 年中無休、美味しさを保つ



おおまつ亭 阪南町3-30-16

２００２年 移店

コロッケ、とんかつ など





おおまつ亭 インタビュー

お客さんの年齢層

→ ２０代、３０代の男女

変わったこと

→ 働く母親、予約が増えた

大切にしていること

→ 手作り、出来たて提供



阪南町3-13-14



鳥三商店 インタビュー

お客さんの年齢層

→ 高齢者がほとんど

変わったこと

→ 近くにスーパーができた

大切にしていること

→ お客さんを大切にすること





○まとめ

地域には沢山の愛されているお店がある

商店街やお店を残すためにも、若者による町おこしは大切

老若男女に愛されるような食は、子どもが安心して買いに行
けるような第三の居場所、それは「こども食堂」と少し似た
役割も担っているのでは

地域の昔からの第三の居場所が子どもたちのためにも続いて
欲しい

これからも、私たちなりにできることを行っていきたい



-地域と共に、こどもと共に-
阿倍野区で子どもと地域に
関わる活動を続けています。

Ipsum dolor sit amet

こひつじルーム

・月2回程度、きりたんの保育演習室（通称 こひ
つじルーム）で、絵本の読み聞かせ、絵本に基づく
親子ふれあい遊びや季節のプログラムで楽しみます。
・参加は、未就学の子どもと保護者（子どもの預
かりはしておりません）お申込みはきりたんセンター
まで
・独立行政法人青少年教育振興機構「子どもゆ
め基金」の助成を受けて活動しています。

ボランティア

毎年8月の阿倍野区主催
「あべのキッズサマープロジェクト」や
阿倍野区地域安全のための挨拶

運動などに協力しています。
また、阿倍野の子ども食堂にも協
力したり、地域のNPO法人と交流
して、地域へのかかわりを深めます。

33%

Lorem ipsum dolor  
amet, consectetur 
adipiscing elit. 

地域との触れ合い

クリスマスマーケット

子ども食堂

学校法人 大阪キリスト教学院
大阪キリスト教短期大学
（幼児教育学科・別科）
聖愛幼稚園
せいあい保育園
グレース幼稚園

大阪
キリスト教
短期
大学

あべのキッズサマープロジェクト

丸山小学校地域見守り活動

06-6652-2091(代）

Kiritan_center@occ.ac.jp

www.occ.ac.jp 幼児音楽プログラム
クリスマスコンサー

ト

阿倍野区と協力して「親力アップ講座」
（講演・動画）
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